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　５月 26 日、屋代ダム公園で、自然の中でさまざまな遊びを楽しむ野外フェスティバル「ＰＬＡＹ　ＦＥＳ」が
開催されました。周防大島で初となる熱気球の係留飛行体験や自然の中で楽しめるアクティビティ、また、バーベ
キューやフラダンスのワークショップ、ステージイベントなどが行われました。
　美味しい食材や料理がならぶマルシェ（市場）も開かれ、多くの人で賑わいました。

熱気球の係留飛行体験

マルシェの様子

自然の中で遊びを楽しむ

「ＰＬＡＹ  ＦＥＳ．
   in  yashirodam  park」

ステージイベント



2広報すおう大島 令和元年 ( 2019 年 )6 月号

周
防
大
島
復
興
支
援
事
業　

 　

40
万
２
千
円

　

昨
年
の
大
島
大
橋
損
傷
事
故
に
よ
り
経
営

被
害
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
の
方
に
対
し

て
、
一
時
的
な
影
響
に
緊
急
的
に
対
応
す
る

た
め
に
必
要
な
長
期
借
入
資
金
の
利
子
補
給

を
行
い
ま
す
。

大
島
農
業
担
い
手
就
農
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
４
０
万
円

　

柑
き
つ
を
中
心
と
し
て
農
業
へ
の
就
業
を

希
望
す
る
者
を
大
島
柑
き
つ
支
援
員
と
し
て

農
協
等
に
研
修
を
委
託
し
、
農
業
担
い
手
の

就
農
支
援
を
行
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

９
０
０
万
円

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
の
防
護
柵
等
の
設
置
に
対
し

て
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
事
業　

 

２
３
３
万
１
千
円

　

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図

る
た
め
の
地
域
の
共
同
活
動
に
係
る
支
援
を

行
い
、
地
域
資
源
の
基
礎
的
な
保
全
活
動
や

農
村
環
境
保
全
活
動
を
後
押
し
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業　
　
　

 

２
１
０
３
万
円

　

イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
有
害

鳥
獣
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
町
内
全
域
を
定
期
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
被
害
状
況
、
出
没
地

点
等
の
調
査
・
確
認
を
行
い
、
猟
友
会
と
連

携
し
て
効
果
的
な
有
害
鳥
獣
対
策
へ
結
び
つ

け
ま
す
。

日
良
居
地
区
園
地
整
備
事
業  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

３
５
０
万
円

　

県
営
事
業
に
て
、
日
良
居
地
区
事
業
計
画

書
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
施
設
導
入
モ
デ
ル
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
０
０
万
円

　

付
加
価
値
の
高
い
品
種
の
推
進
を
図
る
た

め
、
新
規
就
業
者
等
産
地
拡
大
促
進
事
業
を

活
用
し
ハ
ウ
ス
施
設
を
整
備
し
た
場
合
に
、

そ
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
確
保
事
業
（
経
営
開
始
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

１
５
７
５
万
円

　

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
新
規

就
農
支
援
と
し
て
、
新
規
就
農
者
育
成
に
対

す
る
総
合
的
な
支
援
を
行
う
た
め
の
資
金
を

交
付
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
等
産
地
拡
大
促
進
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

１
９
６
６
万
４
千
円

　

園
内
作
業
道
、
灌
水
施
設
、
防
風
・
防
鳥

施
設
、
ハ
ウ
ス
施
設
等
の
整
備
に
対
し
助
成

を
行
い
ま
す
。

モ
デ
ル
竹
林
整
備
事
業　
　

 　

１
５
０
万
円

　

タ
ケ
ノ
コ
の
収
穫
に
繋
げ
る
こ
と
や
、
竹

を
利
活
用
し
た
新
た
な
試
み
を
模
索
す
る
た

め
、
荒
廃
竹
林
を
モ
デ
ル
的
に
整
備
し
中
山

間
地
域
の
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

大
島
か
ん
き
つ
産
地
継
承
夢
プ
ラ
ン
関
連
事
業

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

２
０
７
万
５
千
円

　

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
な
ど
戦
略
品
目
の
高
品
質
果

実
の
安
定
生
産
を
図
る
た
め
マ
ル
チ
被
覆
・

排
水
対
策
、
せ
と
み
用
袋
・
苗
木
へ
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

種
苗
放
流
育
成
事
業　

 

１
０
９
６
万
１
千
円

　

水
産
資
源
の
保
護
育
成
と
生
産
力
の
増
強

を
目
的
と
し
て
、
各
地
先
に
お
い
て
稚
魚
や

貝
類
の
放
流
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

み
な
と
オ
ア
シ
ス
安
下
庄
整
備

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
８
万
１
千
円

　

安
下
庄
地
区
の
観
光
漁
業
を
発
展
さ
せ
、

地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
施
設
の
整
備
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
確
保
育
成
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

１
０
３
１
万
３
千
円

　

漁
業
研
修
修
了
者
や
漁
家
子
弟
の
新
規
漁

業
就
業
者
に
対
し
、
漁
業
者
と
し
て
の
自
立
時

の
経
営
自
立
化
支
援
お
よ
び
漁
船
等
の
購
入
を

援
助
し
、
漁
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

漁
場
清
掃
事
業　
　
　

 　

５
１
２
万
９
千
円

　

漁
場
等
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
漁
場

等
の
清
掃
と
し
て
、
海
岸
漂
着
ゴ
ミ
や
海
底

堆
積
ゴ
ミ
の
除
去
・
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

広
島
送
客
誘
発
型
広
報
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
２
４
万
３
千
円

　

本
町
に
と
っ
て
最
大
の
商
圏
で
あ
る
広
島

に
対
し
て
周
防
大
島
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

体
験
交
流
型
観
光
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

５
０
５
万
４
千
円

　

体
験
型
修
学
旅
行
の
誘
致
や
受
入
を
推
進

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

農
林
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

水
産
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
４

商
工
観
光
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

② 
働
く
意
欲
の
湧
き
出
る
町

ま
ち
の
予
算

（
令
和
元
年
度  

主
要
事
業
）
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統合中学校  の  校名について
ご意見をお聞かせください

　令和３年４月に久賀中学校、東和中学校および安下庄中学校が統合し、新しい中学校が開校します。そこ
で、本年４月に「中学校統合準備委員会」を設置し、３つの部会（総務部会、教育課程部会、生徒指導部会）
を設け、新たな学校にふさわしい校名について総務部会において意見を出し合い、候補として次の５点を選
定しました。校名を選考するにあたり、皆さまからご意見をお聞きしたいのでご協力をお願いします。

　１　柑
か ん き

輝中学校
　２　周

す お う

防大
おおしま

島中学校
　３　なぎさ中学校
　４　明

めいよう

陽中学校
　５　屋

や し ろ

代島
じま

中学校

　周防大島町に住所を有する方または勤務する方

　　７月 19 日㈮まで

　アンケート用紙および回収箱を、各総合支所、各
出張所、各総合センターおよび文化センターへ備え
付けています。また、郵便による応募や事務局へ直
接お届けいただくことも可能です。（アンケート用
紙は、町ホームページからもダウンロードできます）

　〒 742‐2512　周防大島町平野 269‐44
　　中学校統合準備委員会事務局（教委総務課内）
　　☎０８２０（７８）０７００

候補名称

対   象   者

募集期間

応募方法

問い合わせ（アンケート用紙の送付先）

　認知症カフェは認知症の方やその家族、地域の方など、子どもから大人まで誰でも気軽に参加できる場
所です。スタッフに医療や介護の専門職が居るので、気軽に認知症に関する相談をすることができます。
開催時間内であれば出入りは自由です。お茶を飲みながら楽しい時間を一緒に過ごしませんか？

しまカフェ　　　　　　  ☎ 080（6491）3973
　場　所　八幡生涯学習のむら
　　　　　（周防大島町久賀 1102‐1）
　開催日　第 1 土曜日　11：00 ～ 13：00
　参加費　無料

オレンジカフェ  ええあんばい　☎（79）2220
　場　所　おげんきハグニティ内（１階）
　　　　　（周防大島町小松 91‐4）
　開催日　第 3 火曜日　13：30 ～ 15：30
　参加費　150 円

にんちしょうカフェ  よつば　　☎（80）4180
　場　所　スマイルエンジョイ  みんなのおうち “えん”
　　　　　（周防大島町土居 670）
　開催日　第 4 水曜日　10：00 ～ 12：00
　参加費　200 円　　※☎は水曜日 10:00 ～ 16:00 の時間帯のみ

問地域包括支援センター
　☎ 0820（73）5506

　　認知症カフェがオープンしました！
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科　　　目 予算額 収入済額 予算対比

町 税 13 億 4,130 万円 13 億 3,556 万円 99.6％ 

地 方 譲 与 税・ 交 付 金 4 億 2,736 万円 4 億 4,854 万円 105.0％ 

地 方 交 付 税 74 億 4,178 万円 76 億 7,770 万円 103.2％ 

分担金・負担金・使用料・手数料 2 億 9,741 万円 2 億 6,860 万円 90.3％

国 庫 支 出 金 15 億 9,657 万円 11 億 6,857 万円 73.2％ 

県 支 出 金 9 億 7,683 万円 7 億 1,716 万円 73.4％

繰 入 金 7 億 9,936 万円 3 億　660 万円 38.4％

繰 越 金 6 億 2,662 万円 6 億 2,662 万円 100.0％ 

町 債 20 億 3,312 万円 1 億 2,810 万円 6.3％ 

その他（財産収入・寄附金・諸収入） 3 億 8,984 万円 3 億 6,327 万円 93.2％

合　　　計 159 億 3,019 万円 130 億 4,072 万円 81.9％

◆一般会計予算の収支状況
歳入（歳入予算および収入済額）

科　　　目 予算額 支出済額 予算対比

議 会 費 9,230 万円 9,104 万円 98.6％ 

総 務 費 27 億 1,913 万円 24 億 1,984 万円 89.0％

民 生 費 26 億 7,006 万円 23 億 6,381 万円 88.5％ 

衛 生 費 7 億 4,726 万円 6 億 5,327 万円 87.4％

農 林 水 産 業 費 10 億 3,123 万円 7 億　   70 万円 67.9％

商 工 費 6 億 2,498 万円 4 億 5,950 万円 73.5％

土 木 費 6 億 4,643 万円 3 億 6,631 万円 56.7％

消 防 費 5 億 9,873 万円 5 億 2,008 万円 86.9％ 

教 育 費 10 億 5,671 万円 8 億 2,374 万円 78.0％

公 債 費 18 億 8,195 万円 18 億 3,685 万円 97.6％

その他（災害復旧費・諸支出金・予備費） 38 億 6,141 万円 22 億　404 万円 57.1％

合　　　計 159 億 3,019 万円 124 億 3,918 万円 78.1％

歳出（歳出予算および支出済額）

　町では条例に基づき、年２回、財政状況を公表しています。
　今回は、平成 30 年度下半期（平成 31 年３月 31 日現在）の収支、町債（町が長期にわたり返済する
借入金）の残高、町有財産の状況についてお知らせします。

町の財政状況（３月末現在）
平成 30年度
下半期
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基　
　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 59 億 5,334 万円
減 債 基 金 6 億 5,839 万円
県 収 入 証 紙 購 入 基 金 300 万円
奨 学 資 金 貸 付 基 金 1,000 万円
福 祉 振 興 基 金 2 億 8,114 万円
国 民 健 康 保 険 基 金 2 億　427 万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 9,220 万円
ま ち・ ひ と・ し ご と 創 生 基 金 1 億 9,886 万円
ち び っ 子 医 療 費 助 成 事 業 基 金 9,225 万円
福 祉 医 療 費 一 部 負 担 金 事 業 基 金 6,352 万円
観 光 振 興 事 業 助 成 基 金 4,284 万円
土 地 開 発 基 金（ 現 金 ） 7,369 万円
土 地 開 発 基 金（ 土 地 ） 1 億 9,715 万円
中山間ふるさと・水と土保全対策基金 3,113 万円
周防大島高等学校通学支援費給付基金 2,997 万円
ふ る さ と 応 援 基 金 6,952 万円
Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 加 入 促 進 事 業 基 金 2,351 万円
外 国 語 活 動 推 進 事 業 基 金 3,999 万円
医 療 確 保 対 策 事 業 基 金 2,401 万円
合 併 地 域 振 興 基 金 5 億円

合　　　計 85 億 8,878 万円

一 般 会 計 150 億 2,622 万円

特 別 会 計 141 億 7,929 万円

簡 易 水 道 事 業 1 億 1,449 万円

下 水 道 事 業 25 億 1,874 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 16 億　850 万円

漁 業 集 落 排 水 事 業 1 億 1,834 万円

渡 船 事 業 710 万円

水 道 事 業 18 億 2,519 万円

病 院 事 業 79 億 8,693 万円

合　　　計 292 億　551 万円

３ 月 末 現 在 高 0 円

土 地 1,400,227.63 ㎡ 
建 物 204,836.14 ㎡ 
山 林 7,010,086.18 ㎡ 
有 価 証 券・ 出 資 に よ る 権 利 52 億 6,592 万円

会計名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 予算対比 予算額 支出済額 予算対比

水 道 事 業

収 益 的 収 入
お よ び 支 出 8 億 5,622 万円 8 億 7,289 万円 101.9％ 8 億 4,334 万円 8 億 2,977 万円 98.4％

資 本 的 収 入
お よ び 支 出 1,360 万円 2,977 万円 218.9％ 1 億 9,394 万円 1 億 9,192 万円 99.0％

病 院 事 業

収 益 的 収 入
及 び 支 出 56 億 3,409 万円 48 億 7,680 万円 86.6％ 56 億 3,401 万円 54 億  　 69 万円 95.9％

資 本 的 収 入
お よ び 支 出 12 億 4,112 万円 11 億 3,772 万円 91.7％ 9 億 7,221 万円 9 億 7,220 万円 100.0％

会　　計　　名 予算額 収入済額 予算対比 支出済額 予算対比
国 民 健 康 保 険 31 億 3,517 万円 28 億 4,822 万円 90.8％ 29 億 3,562 万円 93.6％
後 期 高 齢 者 医 療 4 億 4,469 万円 4 億　827 万円 91.8％ 3 億 6,459 万円 82.0％
介 護 保 険 34 億 9,256 万円 29 億 7,635 万円 82.8％ 30 億　959 万円 83.8％
簡 易 水 道 3 億 5,282 万円 8,559 万円 24.3％ 9,932 万円 28.2％
下 水 道 14 億 5,990 万円 3 億 9,331 万円 26.9％ 7 億　341 万円 48.2％
農 業 集 落 排 水 3 億 3,683 万円 6,613 万円 19.6％ 2 億 9,398 万円 87.3％
漁 業 集 落 排 水 5,638 万円 1,199 万円 21.3％ 3,970 万円 70.4％
渡 船 8,965 万円 7,882 万円 87.9％ 8,074 万円 90.1％

合　　計 93 億 6,800 万円 68 億 6,868 万円 72.5％ 75 億 2,695 万円 79.5％

◆特別会計予算の収支状況

◆水道事業・病院事業会計予算の収支状況

◆町有財産の状況 ◆町債残高の状況（会計別）

◆一時借入金の状況
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梅
雨
の
豪
雨
や
台
風
の
風
、
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
︒
毎
年

こ
の
時
期
に
は
全
国
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
の

備
え
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
避
難
の
時
期
・

場
所
、
避
難
経
路
を
決
め
て
お
く
、
ま
た
、

食
料
品
や
懐
中
電
灯
、
飲
料
水
な
ど
を
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
な
ど
の
準
備
が
必
要
で
す
︒

　

土
砂
災
害
に
は
「
が
け
崩
れ
」「
土
石

流
」「
地
す
べ
り
」
の
３
種
類
の
現
象
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）」
と
し
、
現
在
町
内
で
は

７
２
８
箇
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
よ
り
危
険
な
区
域
を
「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）」
と
し
て
、

６
０
４
箇
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
箇
所
を
反
映
し

た
﹃
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹄
を
作
成

し
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
指
定
区

域
や
避
難
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
今
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
県
内
の
指
定
区
域
が
確
認
で

き
ま
す
。

▼
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp/

soum
u/dosya_saigai_1.htm

l

▼
山
口
県
土
砂
災
害
ポ
ー
タ
ル

http://d-keikai.pref.yam
aguchi.lg.jp/

portal/

　

気
象
台
が
発
表
す
る
注
意
報
・
警
報
な
ど

の
気
象
情
報
に
は
十
分
な
注
意
を
払
い
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報
の
発
表
時

に
さ
ら
に
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た

場
合
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
・
山
口
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
﹃
土
砂
災
害
警
戒
情
報
﹄

が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
町
で
も
防
災
行
政
無

線
や
防
災
メ
ー
ル
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
早
め
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

http://y-bousai.pref.yam
aguchi.jp/

　

大
雨
・
洪
水
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
避
難
用
具
や
避
難
場

所
、
経
路
の
確

認
な
ど
を
行
い
、

家
の
周
り
の
状

況
に
注
意
し
、

危
な
い
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に

避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

○
状
況
に
よ
っ
て
は
家
の
中
に
留
ま
り
安
全

　

を
確
保
す
る
。

○
避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、
近

　

く
の
頑
丈
な
建
物
の
二
階
以
上
に
避
難
す

　

る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
外
の
親
戚
や
知

　

り
合
い
の
家
に
避
難
を
す
る
。

○
避
難
す
る
時
間
が
な
い
と
き
は
、
家
の
二

　

階
や
崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
少
し
で
も

　

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

　

日
頃
か
ら
、
災
害
に
対
し
て
自
治
会
等
で

協
力
し
防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

町
内
に
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
帯

し
て
防
災
活
動
を
行
う
な
ど
実
効
性
の
あ
る

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
主
防
災
組
織
等
が
訓
練
を
実
施
す
る
場
合

や
防
災
資
機
材
を
購
入
す
る
場
合
に
は
町
か

ら
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

周
防
大
島
町
防
災
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

周
防
大
島
町
で
は
防
災
等
に
関
す
る
情

報
を
携
帯
電
話
等
に
配
信
す
る
防
災
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
は

無
料
で
す
が
、
受
信
費
は
別
途
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
登
録
・
変
更
方
法

　

次
の
登
録
・
変
更
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
件
名
・
本
文
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

e-suo-oshim
a@

xpressm
ail.jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
等
の
場
合

は
、
次
の
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登録・変更専用
ＱＲコード

問
総
務
課 

消
防
防
災
班

　
☎
︵
７
４
︶
１
０
０
０

危
険
個
所
や
避
難
経
路
等
の
確
認

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等
で
協

力
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

気
象
情
報
を
確
認

避
難
の
準
備

避
難
行
動
に
つ
い
て

　

避
難
行
動
と
は
、
避
難
所
へ
の
避
難
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

問
総
務
課
消
防
防
災
班

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
の
準
備
を
！

　
　
　
～ 

６
月
は
﹃
土
砂
災
害
防
止
月
間
﹄
で
す 

～

防災情報の確認

ﾒｰﾙ
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～税負担の公平性を確保するために～

町税の滞納処分を強化しています
　税金の滞納はありませんか？
　税金は納税者の皆さんが、定められた期間内に自ら納めていただくものです。定められた納期限までに納
付のない場合は「滞納」になり、滞納状態が続くと法に基づき、滞納処分を行うこととなります。
　町では、税を納めていただいている方との公平性を保つために、また重要な自主財源の確保のためにも、
滞納処分をより強化しています。
　なお、本年度も専門知識を有した山口県税務課職員とともに町税を徴収する併任徴収制度を実施します。
　滞納のある方は滞納処分を受ける前に、お早めに納税相談、早期納付をお願いします。

■滞納処分の流れ
①督促・催告 ･･･ 自主納付をお願いする文書、電話等によ
　る督促・催告を行います。
　　また、督促手数料のほかに、納期限の翌日から納付し
　た日までの期間に応じ延滞金が加算されます。

⬇
②財産調査 ･･･ ①の指定期日までに納付がない方は、地方
　税法、国税徴収法の規定に基づき財産（給与、売掛等債
　権、不動産など）の調査を行います。

⬇
③差押 ･･･ 預貯金、給与、不動産などを差し押さえます。
　自動車などにはタイヤロックを実施します。

⬇
④捜索 ･･･ 高額滞納者の居宅、事務所を財産調査のため捜
　索し、財産があれば差し押さえを行います。税徴収のた
　めの捜索は裁判所の令状を必要としません。

⬇
⑤公売・換価充当 ･･･ 差し押さえた財産は公売（売却）等
　により換価（現金化）し、滞納金に充当します。

滞納処分等の実施件数
（平成 28 年度から平成 30 年度まで）

◇財産調査　　1,187 件
◇交付要求　　　  20 件
◇差　　押　　   130 件

○納税方法のご相談、納期限までの納
付にお困り等、納税のご相談は税務課
徴収対策班へご連絡ください。

▲自動車などを差し押さえ、タイヤロックを
実施する場合があります。

問税務課 徴収対策班
　☎ 0820（74）1031

６月は住環境衛生推進月間です

環境衛生に注意して快適な生活を！

○衛生害虫などの生活環境への侵入を防ぎ、駆除
に努めましょう！
　ゴキブリを始めとした衛生害虫は、気温の上昇
とともに、活動が活発になります。衛生害虫などは、
存在自体が不快感を与えるということもあります
が、消化器系感染症や食中毒などを媒介する危険
性があることから、公衆衛生の面からも駆除が必
要です。駆除の際、薬剤など
を使用される場合は、使用上
の注意を守り、安全に十分注
意しましょう。

○換気にご注意を！
　気温が高い時期、特に、新築、改築、改装後の
建物は、適度に換気を励行しましょう。 
　近年、建物の気密性が高くなったことや化学物
質を放散する建材や内装材が使用されるように
なったことなどによって、新築・改築・改装後の
住宅やビルで、化学物質による室内空気汚染が生
じ、居住者が頭痛、倦怠感、目やのどの痛みをは
じめ様々な体調不良を訴えることが起きています。
　夏期に、建物を長く締め切っていた時などは、
十分、換気するよう心がけましょう。

問生活衛生課 生活衛生班
　☎ 0820（79）1010
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６
月
４
日
は
「
む
し
歯
予
防
の
日
」。
子

ど
も
の
虫
歯
は
気
に
し
て
も
、
大
人
に
な
る

と
「
痛
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
年
だ
か
ら

抜
け
て
も
仕
方
な
い
」
と
歯
の
健
康
に
無
頓

着
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
油
断
が

落
と
し
穴
！
歯
や
口
の
ト
ラ
ブ
ル
を
放
っ
て

お
く
と
、「
お
い
し
く
食
べ
る
」、「
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
」
と
い
っ
た
大
切
な
喜
び
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
肺
炎
や
心
臓
病
、
糖

尿
病
な
ど
、
病
気
の
元
凶
に
な
る
こ
と
も　

ぜ
ひ
一
度
、
歯
と
口
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

大
人
の
虫
歯
は
コ
コ
が
違
う
！

　

子
ど
も
も
大
人
も
虫
歯
の
原
因
は
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
な
ど
の
細
菌
で
す
。
細
菌
が
糖
分

を
食
べ
て
酸
を
出
し
、
歯
を
溶
か
し
て
虫
歯

を
つ
く
り
ま
す
が
、
大
人
と
子
ど
も
で
は
３

つ
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
歯
が
抜
け
た
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
あ
ご
の
骨
が
溶
け
た
り
、
抜
け
た
空
間

に
周
囲
の
歯
が
倒
れ
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
か
み
合
わ
せ
や
歯
並
び
が
悪
く
な

り
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で

さ
ら
に
歯
が
抜
け
る
悪
循
環
を
招
く
の
を
ご

存
知
で
し
た
か
？
自
覚
し
に
く
い
大
人
の
虫

歯
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
気
を
つ
け
た
い
も

の
で
す
。

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
﹁
ち
ょ
び
塩
﹂
で
お
い
し
く
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～  

№ 75

痛
く
な
く
て
も
定
期
検
診
を
！

　

失
っ
た
歯
が
多
い
ほ
ど
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
に
な
り
や
す
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
、
か
む
刺
激
が
歯
か
ら
脳
に
伝
わ
り
、

脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
菌

の
１
つ
で
あ
る
ジ
ン
ジ
バ
リ
ス
菌
は
血
栓
を

作
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
万
病
を
防
ぎ
、
健
康

で
過
ご
す
た
め
に
も
歯
と
口
の
点
検
を
お
忘

れ
な
く
！

※
７
月
か
ら
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
歯

周
疾
患
検
診
」
が
始
ま
り
ま
す
。
虫
歯
や
歯

周
病
の
検
査
の
他
、
歯
並
び
や
か
み
合
わ
せ

の
確
認
、
歯
み
が
き
指
導
も
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

︻
大
人
虫
歯
の
ポ
イ
ン
ト
︼

①
歯
ぐ
き
が
下
が
り
、
エ
ナ
メ
ル
質
で
保

　

護
さ
れ
て
い
な
い
根
元
が
虫
歯
に
な
り

　

や
す
い
︒

②
歯
の
象
牙
質
が
厚
く
な
り
、
痛
み
を
感

　

じ
づ
ら
い
た
め
症
状
が
出
る
こ
ろ
に
は

　

か
な
り
悪
化
し
て
い
る
︒

③
詰
め
物
や
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
、
治
療
痕
か

　

ら
虫
歯
に
な
り
や
す
い
︒

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　
「
高
血
圧
家
系
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
で
は
、
両
親
と
も

に
高
血
圧
の
場
合
、
子
ど
も
は
何
パ
ー
セ

ン
ト
の
確
率
で
遺
伝
す
る
で
し
ょ
う
か
？

　

①
30
％　

②
50
％　

③
70
％

（
答
え
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

﹁
大
人
の
虫
歯
﹂
は

    

万
病
の
素
！

アロハキャンペーン
 　昭和 38 年６月 22 日に大島郡とハワイ州カウアイ島が姉妹島提携を結んだことに
ちなみ、今年も「アロハキャンペーン」を６月 22 日から実施します。
　「アロハ」とは、「こんにちは」「ごきげんいかが」など親しみを込めた呼びかけ
に使われ、「よくいらっしゃいました」「親切」「丁寧」という意味があります。周
防大島町では、アロハシャツを着て「おもてなしの心」で皆さまを歓迎します。

6 月 22 日～ 8月 31 日

出典：「歯口力の新常識」

!?

問（公財）山口県大島郡国際文化協会（周防大島町政策企画課内）
　☎０８２０（７４）１００７
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６月 17 日～ 8 月 30 日は口座振替推進月間です

国民健康保険税の口座振替が便利です

　国民健康保険は、加入者全員が保険税を出し合
い、必要な医療費に充てる助け合いの制度です。
後期高齢者医療制度や職場などで保険に入ってい
る方を除き、誰もが国民健康保険に入ることが義
務付けられています。
　本町において、国民健康保険税の収納率は低下
しており、国保財政は厳しいものとなっています。
このことから町では「周防大島町国民健康保険収
納対策緊急プラン」を策定し、収納率の向上を図
ることとしています。
　このプランにおける具体的な改善策として、口
座振替推進月間を実施し、一層の徴収率の向上を
図るとともに国民健康保険財政の安定化を目指し
ます。

■申込手続きの方法
　町内の取扱い金融機関に、申込用紙が備え付け
られていますので、その場で必要事項を記載のう
え、お申し込みいただけます。
　町外の店舗には、申込用紙を備え付けていない
ので、あらかじめ税務課にご連絡いただければ送
付させていただきます。申込用紙の記入方法が分
からない場合は、お気軽にお問い合わせください。
■手続きに必要なもの
　預貯金通帳、預貯金通帳の届出印

問税務課 徴収対策班
　☎ 0820（74）1031

【取扱金融機関】
　山口銀行、山口県農業協同組合、北九州銀行、
山口県漁業協同組合（東和町支店）、西京銀行、
ゆうちょ銀行・郵便局

中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り 

①   

　

周
防
大
島
地
域
で
は
県
内
唯
一
の
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
推
進
目
標
と

し
て
「
地
域
の
生
徒
を
地
域
で
育
て
る
教
育
の

実
践
」
を
掲
げ
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
久
賀
中
学
校
、
大
島
中
学
校
、
東
和
中
学

校
、
安
下
庄
中
学
校
の
町
内
４
中
学
校
と
、
周

防
大
島
高
校
が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
隔
月
で
そ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
中
高
一
貫
教
育
合
同
研
修
会

　

４
月
４
日
、
第
１
回
中
高
合
同
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
中
高
一
貫
教
育
に
関

わ
る
全
て
の
教
員
、
町
教
育
委
員
会
、
県
教
育

委
員
会
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
中
高
一
貫
教

育
の
理
念
を
共
有
し
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
、

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
仕
組
み
や
昨
年
度
ま

で
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
教
科
部
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
を
目
指
し
、
質
の
高
い
交
流
授
業
を
展
開

す
る
た
め
に
今
年
度
の
課
題
や
実
践
目
標
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
分
掌
ご
と
の
専
門
部
会

で
は
、「
中
高
教
育
の
滑
ら
か
な
接
続
」
を
目

標
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

﹁
交
流
授
業
﹂
ス
タ
ー
ト

　

５
月
７
日
か
ら
中
高
の
教
員
が
相
互
に
訪
問

し
、
複
数
の
教
員
で
学
習
指
導
を
行
う
「
交
流

授
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
教
員
に
よ
る
高
校
で
の
交
流
授
業
は

数
学
・
英
語
・
国
語
の
３
教
科
で
一
年
生
の
授

業
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。生
徒
の
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
促
し
、
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
授
業
を
中
高
教
員
の
連
携
に
よ
り

展
開
し
て
い
ま
す
。　
　

　

高
校
教
員
に
よ
る
連
携
四
中
学
校
で
の
交
流

授
業
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
・
音
楽
・
保

健
体
育
の
５
教
科
で
行
っ
て
い
ま
す
。
中
高
の

教
員
が
連
携
し
て
効
果
的
な
授
業
展
開
を
研
究

し
、
中
学
生
の
基
礎
学
力
の
定
着
や
、
よ
り
発

展
的
な
学
習
を
通
し
た
応
用
力
の
伸
張
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

授
業
後
に
中
高
教
員
が
そ
の
日
に
行
っ
た
授

業
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
で
、
教
員

の
授
業
力
や
指
導
力
の
向
上
に
も
大
変
役
立
っ

て
い
ま
す
。 ■

問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
高
等
学
校

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

▲交流授業の様子
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後期高齢者医療保険ご加入の皆さまへ

●新しい保険証の色はオレンジ色です。
　現在お使いいただいている「後期高齢者医療被保険者証」の有効期限は７月 31 日です。
　８月１日からお使いいただく新しい保険証は、７月中旬に簡易書留郵便でお届けします。現在お持ちの保険
証（緑色）は、８月１日以降使用できませんので各自で処分してください。（返却は不要です）
　簡易書留郵便は受け取り印が必要になりますので、入院などでご不在の場合には、保険証が受け取れないこ
とがあります。住所地以外に送付を希望される場合は、事前に各総合支所・出張所で送付先変更の手続きをし
てください。（印鑑が必要になります）
●点字シールを貼った保険証をご希望の方へ
　新しい保険証に「保険証」、封筒に「保険証在中」と点字シールを貼ってお送りします。ご希望の方は、健
康増進課医療保険班へ６月 21 日㈮までにご連絡をお願いします。

　①８月から保険証が変わります

保険料額決定通知書と納入通知書を７月中旬に送ります
●保険料の決まり方
　１年間の保険料は、被保険者全員に等しく負担していただく「均等割額」と被保険者本人の平成 30 年中の
所得に応じてご負担いただく「所得割額」の合計額からなり、被保険者一人ひとりに賦課されます。

　②保険料について

●保険料の収め方
　○特別徴収（年金からの天引き）となる方
　　昨年 12 月１日までに後期高齢者医療保険の被保険者となり、年金の受給額が年 18 万円以上の方で介護
　保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、年金受給額の２分の１を超えない方が対象となります。
　※「国民年金」と「厚生年金」など複数の年金を受給している場合は、年金天引きとならない場合があります。
　○普通徴収（納付書または口座振替での納付）となる方
　　特別徴収に該当されない方は、普通徴収となります。（口座振替の手続きをされていない方は納付書での
　納付となります）
●お支払い方法を口座振替に変更できます
　納付書でのお支払い対象の方で口座振替への変更をご希望される場合は、振替を希望する金融機関へ①振替
口座の預金通帳②通帳のお届け印をお持ちいただき、手続きをお願いします。
　すでに特別徴収（年金からのお支払い）の方も、役場の窓口へ申請することにより、保険料の支払い方法を、
特別徴収から口座振替（金融機関口座からのお支払い）へ変更することができます。手続きは最初に、振替を
希望する金融機関で口座振替の手続きをお願いします。その後、役場の窓口へ「口座振替依頼書（お客様控）」
をお持ちになり「納付方法変更申出書」を提出してください。
　また、過去に口座振替で納付していた場合は、役場の窓口へ「納付方法変更申出書」のみを提出してくださ
い。（口座振替の申し込みだけでは特別徴収は中止となりません）
　口座振替は後期高齢者医療保険の被保険者本人だけでなく、家族などの口座からもでき、口座振替に変更し
た場合、税申告での社会保険料控除は、口座振替により支払った人（支払った家族など）に適用されます。
※世帯全体の所得税や住民税の税額が少なくなる場合があります。

＋1 年間の保険料

※所得の少ない方は、保険料が軽減される場合があります。

均等割額
52,444 円

　所得割額
　（前年所得－ 33 万円）× 10.28％

＝

問健康増進課医療保険班　☎ 0820（73）5502
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狩猟免許試験 ～有害鳥獣捕獲には免許が必要です～　　　　　　　　　　　　
農林課　☎ 0820（79）1002　

　イノシシ等の有害鳥獣捕獲は無免許ではできません。町ではイノシシ・タヌキ・カラスを有害鳥獣に
指定し、山口県大島郡猟友会へ委託して捕獲しています。捕獲に携わる方は狩猟免許を取得し、山口県
の狩猟者登録が必要です。
　山口県では今年度、狩猟免許試験が６カ所で実施されます。この機会に捕獲に携わることが可能な方
はぜひ、狩猟免許を取得していただき、農作物被害防止にご協力ください。（※ 町では狩猟免許取得経費
等を一部助成しています）

▶狩猟免許試験日程
区分 日時 場　　所 申込期限

第１回 ７月  ２ 日㈫ 山口県総合保健会館（山口市吉敷下東３丁目 1‐1） ６月 25 日㈫　午後５時

第２回 ７月 14 日㈰ 美祢市民会館（美祢市大嶺町東分 326‐1） ７月  ５ 日㈮　午後５時

第３回 ７月 28 日㈰ 岩国市地方卸売市場（岩国市尾津町 5 丁目 11‐1） ７月 19 日㈮　午後５時

第４回 ８月  ７ 日㈬ 山口県立農業大学校（防府市牟礼 318） ７月 31 日㈬　午後５時

第５回 ８月 18 日㈰ 下松市地域交流センター（下松市生野屋南１丁目 11‐1） ８月  ９ 日㈮　午後５時

第６回 ９月  １ 日㈰ 下関市菊川ふれあい会館（下関市菊川町下岡枝 117） ８月 23 日㈮　午後５時

　○各回ともに、午前９時から午後４時までとなります。
　※狩猟免許試験の申請様式は、農林課でも配布しています。

　■申し込み・問い合わせ
　　〒 740‐0016　岩国市三笠町１丁目 1‐1
　　岩国農林水産事務所 森林部
　　☎０８２７（２９）１５６７

●狩猟者講習会
　試験日の前日に、同会場において、
山口県猟友会主催による狩猟者講習会
が開催されます。申し込み等に関する
お問い合わせは、山口県猟友会事務局

（☎ 083-924-3517）までお願いします。

かしこい
消費者

めざせ！

ご
相
談
は
…

　

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
２
５

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

　

架
空
請
求
の
相
談
件
数
が
全
国
で
20
万
件
を
超
え
た
と
聞
い
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
良
い
か
。

手
口
を
知
っ
て
架
空
請
求
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

　

請
求
が
来
て
不
安
に
な
っ
て
も
、
身
に
覚
え
が
な
い
と
思
っ
た

ら
絶
対
に
相
手
に
連
絡
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

架
空
請
求
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
、
は
が
き
、
封
書
、
電
話
な
ど
様
々
な
方
法
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
連
絡
を
取
ら
せ
よ
う
と
、「
訴
訟
を
す
る
」、「
給
料

や
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
る
」
な
ど
の
文
言
や
桐
花
紋
の
よ
う
な

紋
章
を
使
っ
た
り
、
請
求
の
文
面
に
消
費
者
本
人
の
名
前
や
電
話

番
号
を
記
載
し
た
り
す
る
な
ど
、
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
ま
す
。

　

相
手
に
連
絡
す
る
と
金
銭
を
請
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
支
払
方
法

も
多
様
で
、
現
金
の
送
付
や
口
座
振
込
、
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
番
号
を
連
絡
さ
せ
る
方
法
、
指
示
さ
れ
た

支
払
番
号
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
方
法
な
ど
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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受　
　

章

◆
瑞
宝
単
光
章

　

濵
本
岩
雄
さ
ん
（
情
島
）

　
（
元
東
和
町
消
防
団
分
団
長
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

渡
邉
昭
爾
さ
ん
（
西
屋
代
）

　
（
保
護
司
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

𠩤
井
忠
雄
さ
ん
（
小
松
開
作
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
副
団
長
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

松
田
正
弘
さ
ん
（
小
松
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

奥
井
紀
舟
さ
ん
（
地
家
室
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

◇
橘
地
区

　
（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
、　　

  

　

   

任
期 

令
和
元
年
11
月
末
ま
で
）

　

網
本
千
鳥
さ
ん
（
栄
）

　

問
福
祉
課  

☎
77
‐
５
５
０
５

周
防
大
島
町
保
健
師　

坂
岡　

礼
絵

　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

保
健
師
と
し
て

　

梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
4
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
保
健
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
働
き

始
め
て
す
で
に
3
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、

毎
日
が
勉
強
で
す
。
訪
問
で
伺
っ
た
際
に
い

た
だ
く
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か

い
言
葉
に
と
て
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
保
健
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
看
護
の
実
習
で
初
め
て
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
の
言
葉
で
し
た
。

そ
の
患
者
さ
ん
は
「
健
康
が
一
番
よ
。
病
気

に
な
っ
て
わ
か
っ
た
わ
。」「
健
康
で
、
元
気

で
お
る
こ
と
が
大
切
よ
ね
。」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

看
護
師
と
し
て
病
気
に
な
っ
た
方
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

病
気
に
な
る
前
に
予
防
し
、
健
康
な
状
態
を

維
持
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
同

じ
く
ら
い
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

私
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
地
元
で
地
域
の
方

の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
習
で
の
体
験
と
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の

思
い
、
そ
し
て
地
域
で
健
康
に
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
健
師
と
し
て
予

防
の
視
点
か
ら
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が

保
健
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
健
師
と
し
て
、
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー

ト
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
に
伺
い
、
皆
さ
ま
と
直
接
関
わ
り

な
が
ら
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者

の
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
家
庭
訪
問
や
健
康
相
談
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
介
護
や
健
康
等
に
関
す
る
こ
と

で
お
困
り
の
こ
と
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　地域資源を活用し、起業を通して地域を活性化する人材の育成をめざす講座です。入門、地域づくり・実践、
関連の３つに分けて６月から 11 月にかけて実施します。今回は地域づくり・実践講座のご案内です。

地域づくり講座①
「『島のひみつきち』の取り組み」
　２人の若い女性の取り組みに、地域住民も加
わって、コミュニティビジネスの輪が広がってき
ています。その取り組みについて紹介します。
■日時　７月 10 日㈬　13:：30 ～ 16：00
■会場　宇佐木地域交流センター  ふれあいの館
　　　　（平生町宇佐木 485‐2）
■講師　大内清香 氏（島のひみつきち代表）

地域づくり講座②
「地域資源の見つけ方、伝え方」
　『平凡な島の歩き方－周防大島でしたい８８の
こと－』の著者が地域資源の見つけ方、伝え方を
紹介します。
■日時　７月 13 日㈯　13：30 ～ 15:30
■会場　かみゆい処
　　　　（柳井市柳井津 471　白壁通り）
■講師　藤本雅史 氏（Studio Ｆ代表、WEB メディ
　　　　ア「ここいろ」副編集長）

地域づくり講座③
「魚で、まちづくり」
　『魚で、まちづくり！』の著者が、具体的な取
り組み事例を紹介して地域の活性化について提案
します。
■日時　７月 17 日㈬　13:30 ～ 15:30
■会場　上関町総合文化センター
　　　　（上関町室津 904‐15）
■講師　行平真也 氏（九州産業大学地域共創学部
　　　　地域づくり学科講師）

島スクエア起業家育成地域づくり・実践講座

実践講座①
「放棄地を整備してハチミツづくり」
　耕作放棄地を整備して花木を育て、ハチミツづ
くりを通して循環型の６次産業化に取り組んでい
ます。
■日時　７月 30 日㈫　13：30 ～ 16：00
■会場　ＫＡＳＡＨＡＲＡ ＨＯＮＥＹ
　　　　（周防大島町東三蒲 473‐1）
■講師　笠原隆史 氏
　　　　（㈱KASAHARA HONEY   代表取締役社長）

実践講座②
「発酵で食品をいかす」
　食材の価値を高める発酵食品について学びます。
■日時　８月７日㈬　13：30 ～ 16：00
■会場　東田布施公民館
　　　　（田布施町波野 2208‐7）
■講師　安井和美 氏（発酵教室「UPHILL」主宰）

※受講を希望される方は、お名前と受講会場を５
　日前までにお知らせください。
　（地域づくり講座①②③は、当日受付可）
※受講は無料です。

■申し込み・問い合わせ
　大島商船高等専門学校 総務課企画係　
　☎０８２０（７４）５４５７
　℻０８２０（７４）５５５２
　ﾒｰﾙ kikaku@oshima-k.ac.jp

　まちなかや道路沿いにあるはり紙や立看板などの屋外広告物は、都市化や情報化の進む現代、私たちに有益な
情報を提供してくれます。しかし、誰もが目立とうとして無秩序に掲出すると、まちの景観や安全は損なわれて
しまいます。このため、山口県では、屋外広告物法に基づき屋外広告物条例を定め、必要な規制を行っています。
　快適で魅力あるまちづくりのため、皆さまのご協力をお願いいたします。

山口県の屋外広告物行政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問建設課　☎ 0820（79）1005
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　５月 20 日、西方地区の国道沿いで交通安全キャンペーンが実施さ
れました。
　キャンペーンは５月 11 日から 20 日に行われた「春の全国交通安
全運動」にあわせて開催され、関係者の皆さんは、ドライバーへ交通
安全グッズを渡しながら「安全運転でお願いします」と交通安全を呼
びかけました。

　５月 11 日、大島文化センターにおいて、周防大島ふるさとづくりのん
太の会主催の竹問題講演会が開催されました。
　「環境と観光と地域づくり」と題し、天竜川鵞流峡復活プロジェクト代
表で天竜川下りの船頭さんでもある曽根原宗夫さんから、天竜川鵞流峡
の放置竹林による景観悪化やゴミの不法投棄の問題解決に向けて、地域
と取り組んだ竹林整備について講演がありました。また、国産メンマの
商品化や竹のエネルギー活用など、竹を資源として活用する取り組みに
ついても紹介されました。
　講演の中では、竹林整備の作業だけでは、いやになり続かなくなる、
遊ぶことも大切との話もあり、竹を組んで作った筏での川下りや、竹で
作った網で作業後のバーベキューを楽しんでいることも語られました。

　５月 26 日、大島文化センターにおいて、大島郡医師会主催による大
島医学会が開催されました。特別講演では、「住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けるために～永源寺の地域まるごとケア～」と題し、東近
江市永源寺診療所所長の花戸貴司先生が永源寺地域で行われている在
宅医療について講演しました。
　講演の中で、在宅医療は医師一人ではできない、仕組みづくりが必
要との話がありました。寝たきりや認知症、老夫婦、一人暮らしであっ
ても在宅で生活することは可能であるが、そのためには、医師、看護師、
薬剤師、リハビリ、ヘルパー、デイサービス、ケアマネージャー、行政、
ご家族、ご近所の方などの支えと連携が必要ということです。
　また、「自分が将来、年をとった時、介護が必要なときは、こういう
風にしてほしいというのを家族の方やいろんな人に伝えてほしい」と、
普段から家族の方などと話し合っておくことが大切であることを話さ
れました。

　放置竹林の問題解決に向けて

　安全運転でお願いします

　住み慣れた地域で

◀天竜川鵞流峡
の竹問題への取
り組みについて
講演する曽根原
宗夫さん

◀永源寺地域の
「地域まるごとケ
ア」について講演
する花戸貴司先生

◀
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
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【Ｐ７ちょび塩クイズ答え　②】
　両親のどちらか一人の場合は 30％。遺伝的要素だけでなく、食事や運動、喫煙等の
生活習慣が大きく影響します。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
観
光

協
会
）
の
新
井
で
す
。
昨
年
の
着
任
か
ら
５
月

で
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
周
防
大
島
に
来
て
か
ら
の
こ

の
一
年
は
自
分
に
と
っ
て
多
く
の
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。

　

昨
年
は
全
国
的
に
周
防
大
島
の
名
前
が
知
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
中
で
も
大
島
大
橋
の
外
国

船
衝
突
事
故
の
話
題
は
半
年
以
上
経
つ
現
在
も

島
内
外
の
方
と
の
会
話
で
よ
く
で
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
か
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
例
年
と
比
べ
て
も
大
幅
に
周
防
大
島
へ
訪
れ
る

方
が
多
く
、
観
光
協
会
が
乗
船
券
販
売
を
行
っ
て

い
る
前
島
航
路
で
は
、
ス
ナ
メ
リ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
航
路
と
し
て
連
日
大
賑
わ
い
で
し
た
。
最

近
は
ス
ナ
メ
リ
の
出
現
率
も
高
く
「
ス
ナ
メ
リ
見

れ
た
よ
！
」
と
い
う
嬉
し
い
ご
感
想
を
乗
船
さ
れ

た
方
か
ら
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
代
地
区
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
お

大
師
堂
め
ぐ
り
歩
け
歩
け
大
会
」
は
、
あ
い

に
く
の
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

４
０
０
名
を
超
え
る
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
今
年
30
回
目
と
い
う
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン

ト
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
初
と
な
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
「
シ
マ
ク
ル
」
で
は
、
実
行
委
員
と
し
て
携

わ
り
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
１
０
０
名
を
超
え

る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
風
光

明
媚
な
周
防
大
島
の
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
年
次
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全

国
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

運
営
が
2
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
協
力
隊
と

し
て
の
使
命
感
を
も
っ
て
さ
ら
に
進
め
て
い

き
、
周
防
大
島
の
魅
力
を
広
め
る
役
割
の
一
端

を
担
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

周防大島町観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 新井謙太朗の

８

▲サイクリングイベント「シマクル」。
潮風を受けながら、周防大島の景色
を満喫。

マナーからルールへ　　　　　　　　　　　　　

受動喫煙防止対策が強化されます 問健康増進課 健康づくり班
　☎ 0820（73）5504

　「望まない受動喫煙」をなくすため、健康増進法が改正され、段階的に施行されます。
　平成 30 年７月に改正されたこの法律により、多数の人が利用する施設等の種類に応じて、敷地内禁煙
や屋内禁煙にすること、また喫煙場所の案内を掲示することなどが段階的に義務付けられます。

１月 24 日 ▷喫煙する際の周囲の状況への配慮義務

７月   １日 ▷学校・病院・児童福祉施設等、行政機関
　→原則敷地内禁煙

令和２年   　　
４月   １日

▷旅客運送事業自動車・航空機
　→禁煙
▷その他、多数の人が利用する施設、
　旅客運送事業船舶・鉄道
　→原則屋内禁煙※

①「望まない受動喫煙」をなくす
②受動喫煙による健康被害が大きい
　子ども、患者等に特に配慮
③施設の類型、場所ごとに対策を実施

●改正の趣旨（基本的な考え方） ●施行日と主な内容

Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ！
受 動 喫 煙

※経過措置として、既存の経営規模の小さな飲食店は、
　喫煙可能な場所（喫煙可能室）である旨の掲示するこ
　とにより、店内での喫煙が可能です。
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お知らせ６月

周
防
大
島
町
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
募
集

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
、「
周
防
大
島
町
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
（
す
お
う
お

お
し
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
）」

を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
、
基

本
計
画
の
策
定
や
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
を
す
る
組
織
で
、
こ

の
た
び
広
く
意
見
を
伺
う
た
め
、

委
員
の
一
部
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
町
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
18
歳

　

以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲

　

と
感
心
の
あ
る
方

・
年
１
～
２
回
程
度
の
審
議
会
に

　

出
席
で
き
る
方
（
平
日
昼
間
開

　

催
予
定
）

・
公
務
員
で
な
い
方
（
非
常
勤
特

　

別
職
を
除
く
）

■
募
集
人
数　

　

２
名
程
度

■
任
期　

　

令
和
元
年
８
月
か
ら
２
年
間

■
報
酬　

町
の
規
定
に
よ
る

■
応
募
方
法　

　

政
策
企
画
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
・
出
張
所
に
設
置
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
応
募
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

　

７
月
５
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

周
防
大
島
町
政
策
企
画
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

seisakukikaku@
tow

n.suo-
oshim

a.lg.jp

自
衛
官
候
補
生
募
集

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

　

年
間
を
通
じ
て
受
付

■
試
験
期
日

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部　

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

周
防
大
島
町
役
場

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

■
勤
務
場
所
お
よ
び
募
集
人
員

　

蒲
野
出
張
所
（
三
蒲
）　　

１
名

■
勤
務
内
容
等

 

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
応
対
そ

　

の
他
接
客
業
務

 

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

 

・
施
設
管
理
等
そ
の
他
事
務
補
助

　

全
般

■
勤
務
条
件
等

 

・
勤
務
日  

月
曜
日
～
金
曜
日
（
原

　

則
と
し
て
土
、日
、祝
日
は
休
み
）

　

月
の
う
ち
10
日
程
度
勤
務
（
交

　

代
勤
務
）

 

・
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

　

午
後
5
時
15
分

 

・
報
酬
等　

町
の
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

８
月
1
日
～
令
和
２
年
3
月
31
日

■
資
格
等

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
申
し
込
み
方
法

　

７
月
10
日
㈬
必
着
で
履
歴
書
を
郵

送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

周
防
大
島
町
大
島
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
１

募　
　

集

弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

『
女
性
の
権
利
１
１
０
番
』
＆

『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
１
１
０
番
』

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
に

関
す
る
諸
問
題
、
職
場
に
お
け
る

差
別
、
同
姓
婚
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
女
性
の
権
利
一
般
お
よ
び
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
に
関
す
る
無
料
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
詳
し
い
弁
護
士
が
、
対

処
の
方
法
や
正
し
い
法
律
知
識
を

提
供
し
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

■
実
施
日
時 

　

６
月
26
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号 

☎
０
８
３
（
９
２
０
）
８
７
３
０

※
ご
相
談
は
、
一
人
あ
た
り
15
分

程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

女
性
の
権
利
一
般
に
関
す
る
相
談
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
に
関
す
る
相
談

■
相
談
員

　

山
口
県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
０
０
８
７

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
（
多
重
債
務
、
相
続
登
記
等

お
よ
び
空
き
家
問
題
）

■
実
施
日
時 

　

７
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号 

☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
、
相
続
登
記

な
ど
の
相
続
問
題
、
空
き
家
を
相

続
し
た
が
そ
の
管
理
処
分
に
困
っ

て
い
る
、
近
所
に
空
き
家
が
あ
る

が
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
雑
草
・
悪

臭
等
生
活
環
境
に
悪
影
響
が
出
て

い
る
な
ど
の
空
き
家
問
題
で
お
困

り
の
方
に
、
手
続
き
の
説
明
や
お

近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
相
談
が
多
い
た
め
、

回
線
が
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
相
談
会
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当 

松
葉 

ま
で

☎
０
８
３
（
９
７
６
）
８
７
２
０

ﾒｰﾙ

相　
　

談
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
震
災
害
対
策
の
一
つ

と
し
て
、「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補

助
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
に
係
る
費
用
の
80
％
を
補

助
す
る
制
度
で
、
最
大
で
１
０
０
万

円
を
限
度
に
町
が
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」

は
一
般
診
断
法
に
よ
り
建
物
の
構

造
評
点
を
算
出
す
る
も
の
で
、
木

造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
を
受
け

る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
平
成
17
年
度
か
ら
無

料
で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は

10
戸
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、

選
考
に
よ
り
来
年
度
の
調
査
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

耐
震
診
断

■
対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

・
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
在
来

　

軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠

　

組
壁
工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

お知らせ６月

 

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
も
の

 

・
１
戸
建
て
の
専
用
住
宅
（
住
宅

　

部
分
が
50
％
以
上
の
併
用
住
宅

　

も
含
む
）

 

・
３
階
建
て
以
下
で
現
に
居
住
し

　

て
い
る
も
の

■
申
込
方
法

　

各
総
合
支
所
、
出
張
所
に
備
え

て
あ
る
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
総
務
課
（
大
島
庁
舎
）
ま
た

は
各
総
合
支
所
、
出
張
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

６
月
17
日
㈪
～
10
月
31
日
㈭

耐
震
改
修

■
対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
改
修
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

・
耐
震
診
断
済
み
の
一
戸
建
て
木

　

造
住
宅
で
、
上
部
構
造
評
点
が

　

１
・
０
未
満
の
も
の

 

・
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
上
部
構

　

造
評
点
が
０
・
７
以
上
に
向
上

　

す
る
も
の

 

・
今
年
度
中
に
改
修
工
事
に
着
手

　

し
、
完
了
す
る
も
の

 

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
申
請
方
法

　

次
の
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
、

総
務
課
（
大
島
庁
舎
）
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。　

 

・
対
象
住
宅
の
建
築
年
月
日
が
確

　

認
で
き
る
書
類
（
固
定
資
産
税

　

課
税
明
細
書
の
写
し
等
）

 

・
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

 

・
改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
確

　

認
で
き
る
補
強
計
画
書

 

・
改
修
工
事
費
の
見
積
書
、
内
訳
書

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

消
防
設
備
士
試
験

■
試
験
日

　

９
月
８
日
㈰

■
場
所

　

下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市

■
試
験
の
種
類

・
甲
種
（
特
類
、
第
１
～
５
類
）

・
乙
種
（
第
１
～
７
類
）

■
受
験
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】

　

７
月
５
日
㈮
～
７
月
19
日
㈮

【
書
面
申
請
】

　

７
月
８
日
㈪
～
７
月
22
日
㈪

※
電
子
申
請
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

社
会
的
ひ
き
こ
も
り

家
族
教
室
の
ご
案
内

 　
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
と
は
、

半
年
以
上
、
学
校
や
職
場
に
行
か

ず
、
家
族
以
外
と
の
親
密
な
対
人

関
係
が
持
て
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
、
ま
た
精
神
疾
患
が
そ
の
主

な
原
因
と
は
考
え
に
く
い
場
合

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
正
し
い
知

識
や
よ
り
よ
い
対
処
の
方
法
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

■
日
程　

　

7
月
～
12
月
ま
で
（
全
6
回
）

　

原
則
と
し
て
毎
月
第
１
木
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

■
場
所　

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
柳

井
市
古
開
作
中
東
条
６
５
８
‐
１
）

■
対
象
者　

　

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で

い
る
家
族

※
参
加
申
し
込
み
後
、
担
当
者
に

　

よ
る
面
接
の
上
、
受
講
決
定

■
参
加
費　

　

茶
菓
子
代
５
０
０
円
（
6
回
分
）

■
申
し
込
み
期
限

　

６
月
28
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

お
知
ら
せ

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 10 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10 日㈬ 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10 日㈬ 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 10 日㈬ 14：00 ～ 16：00

相談内容 実施日 時間

発達クリニック 11 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 16 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 26 日㈮ 10：00 ～ 15：00

■問い合わせ　柳井健康福祉センター　☎０８２０（２２）３６３１

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。

　《 ７ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》　
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お知らせ６月

重
度
心
身
障
害
者
の
方
に
は

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
と
は
、
一
定
の
障
害
等
が
あ

る
人
が
医
療
を
受
け
た
際
の
医
療

費
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
一
部
負
担
金
を
受
給
者
か

ら
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
町
で
は
、
米
軍

再
編
交
付
金
を
活
用
し
、
そ
の
一

部
負
担
金
を
全
額
補
助
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
保
険
適

用
分
に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
人
の
要
件

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

　

級
を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
を
お
持
ち
の
方

④
障
害
年
金
1
級
の
受
給
者

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
受

　

給
者
等

■
助
成
の
要
件

　

対
象
と
な
る
人
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
一
定
の
所
得
制
限
額

を
超
え
な
い
方
は
、
お
近
く
の
総
合

支
所
か
出
張
所
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
所
得
制
限
額
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　

６
月
28
日
㈮
ま
で

■
現
況
届
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
申
請
者
の
健
康
保
険
証

（
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
場
合
）

※
右
記
以
外
の
書
類
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
給
資
格

　

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
。

■
児
童
手
当
の
額　

・
３
歳
未
満　

月
額
１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

　

月
額
１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生　

月
額
１
万
円

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
以
上
の
場

合
は
右
記
の
月
額
は
適
用
さ
れ

ず
、
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
第
３
子
の
数
え
方
に
関
す
る
補
足

　

養
育
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
）
の
う
ち
、

年
長
者
か
ら
第
１
子
、
第
２
子
︙

と
数
え
ま
す
。

65
歳
未
満
の
方
に
は
更
新
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き

の
お
済
み
で
な
い
方
は
６
月
中
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
更
新
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
新
し
い
受
給
者
証

を
６
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
対
象
に

な
る
要
件
が
確
認
で
き
る
も
の

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障

害
年
金
証
書
な
ど
）

■
受
給
者
証
有
効
期
間

　

７
月
１
日
㈪
～
令
和
２
年
６
月

30
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

６
月
は
児
童
手
当

﹁
現
況
届
﹂
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

■
手
続
き

　

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
お

よ
び
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
夏
コ
ー
ス
～

●
き
ゅ
う
り
の
漬
け
物
づ
く
り

・
日
時

　

7
月
４
日
㈭　

　

午
後
1
時
～
4
時

・
場
所

　

大
島
地
区　

実
施
者
宅

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

6
月
24
日
㈪

●
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
カ
ゴ
づ
く
り

・
日
時　

　

７
月
５
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
3
時

・
場
所　

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

（
小
松
）

・
体
験
料　

１
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

6
月
25
日
㈫

※
昼
食
あ
り

●
ぶ
と
ん
餅
づ
く
り

・
日
時　

　

７
月
25
日
㈭

　

午
前
９
時
～
正
午

・
場
所　

橘
地
区　

実
施
者
宅

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

6
人

・
募
集
締
め
切
り　

７
月
12
日
㈮

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

サ
ン
セ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
２
０
１
９

　

陸
上
競
技
場
の
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド

の
中
で
、
夏
の
光
、
風
、
音
や
匂
い

を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、
コ
コ
ロ
と

カ
ラ
ダ
、放
り
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

疲
れ
た
身
体
と
心
を
鎮
め
る
、
夕

暮
れ
の
ひ
と
と
き
。
気
持
ち
い
い
時

間
を
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
。

■
日
時　

　

７
月
21
日
㈰

　

午
後
６
時
～
７
時
15
分

（
受
付
午
後
５
時
30
分
～
）

■
場
所

　

周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場

催　
　

し
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お知らせ６月
（
雨
天
時
・
総
合
体
育
館
）

■
定
員

　

先
着
50
名
（
要
予
約
）。
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
お

子
様
は
必
ず
保
護
者
の
方
と
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

１
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

※
当
日
受
付
に
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

■
講
師

　

三
浦
さ
お
り
（
日
本
ヨ
ー
ガ
禅

道
友
会
所
属
）

■
持
参
物

　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
主
催

　

三
宅
商
事
・
Ｓ
Ｙ
ス
ポ
ー
ツ
施

設
共
同
企
業
体

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
総
合
体
育
館
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場
・
総

合
体
育
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
２

　

０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
３

　

info@
sports-oshim

a.com

海
辺
の
教
室

　

海
辺
に
い
る
水
生
生
物
な
ど
を

採
集
・
観
察
し
、
海
や
自
然
の
豊

か
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
採
集

し
た
水
生
生
物
は
、
紹
介
文
を
作

成
し
、
な
ぎ
さ
水
族
館
で
「
ミ
ニ

水
族
館
」
と
し
て
1
週
間
程
度
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
活

用
し
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。

■
日
時

●
第
１
回
教
室

　

7
月
31
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

●
第
２
回
教
室

　

8
月
17
日
㈯

　

午
後
２
時
30
分
～
５
時

※
雨
天
中
止
（
予
備
日
を
設
け
て

い
ま
す
。
日
時
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
申
込
要
領
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。）

■
場
所

　

な
ぎ
さ
水
族
館
近
く
の
海
岸

■
定
員

　

各
回
先
着
15
名
（
小
学
生
の
保

護
者
・
引
率
者
を
除
く
）

※
小
学
生
は
、
保
護
者
と
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　

小
中
学
生　
　

１
０
０
円

　

高
校
生
以
上　

２
１
０
円

　
（
水
族
館
入
館
料
）

■
持
参
品

　

昼
食
、
海
へ
入
る
こ
と
が
で
き

る
服
装
と
着
替
え
、
長
靴
な
ど
靴

底
が
丈
夫
な
靴
（
サ
ン
ダ
ル
不

可
）、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
熱
中

症
・
日
焼
け
対
策
（
飲
み
物
、帽
子
、

日
焼
け
止
め
な
ど
）、
軍
手
（
子
ど

も
用
含
む
）

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
お
よ
び
申
込
要
領
は

生
活
衛
生
課
に
備
え
付
け
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

第
1
回
教
室　

7
月
17
日
㈬

　

第
2
回
教
室　

8
月
2
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
４
７
９
９
‐
１

　

生
活
衛
生
課 
生
活
衛
生
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

　

０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
３

　

seikatsu@town.suo-oshim
a.lg.jp

℻ﾒｰﾙ

℻ﾒｰﾙ

　テレビなどでよく耳にするようになった「あおり運転」。危険な「あおり運転」は、
取り返しのつかない事故につながることもあります。道路を安全・快適に利用す
るために、周りの車の動きなどに注意して、安全な運転をお願いします。

あおり運転とは…

●著しく前の車に割り込む行為
●危険な進路変更で並走している車の前に割り込
　む行為
●執拗にクラクションを鳴らす行為
●車体を極めて接近させて走行する行為
●不必要な急ブレーキや連続するハイビーム
をいいます。これらの行為は、道路交通法違反に該
当する場合があります。
　また、「あおり運転」によって交通事故が起きてし
まった場合や非常に悪質な場合には、道路交通法よ
りも刑罰の重い法律が適用されることもあります。

あおり運転された時は

●相手の挑発に乗らないようにしましょう。
● 110 番通報し、トラブルの状況等を正確に伝え
　ましょう。
●相手が車から降りてきてもドアや窓は開けず、車
　内はロックしましょう。
※ドライブレコーダーなどの映像は、事件・事故の
際の有力な証拠となることから、事後の備えのため
にも有効に活用しましょう。
　「あおり運転」をしない、遭わないために、自分
自身が気持ちや時間にゆとりを持ち、相手を思いや
る気持ちを忘れずに運転しましょう。

「あおり運転」等の悪質・危険運転の防止
柳井警察署だより

　問周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110
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お知らせ６月

ふるさとオーディションが開幕　

　５月３日、昨年大会のチャンピオンで、島のスター
屋代はづきさんをゲストにお迎えして、3 度目の開幕
を迎えました、島に輝け★星野哲郎えん歌の里「ふる
さとオーディション」。
　金曜日に開催中の予選大会はもとより「島のスター
は島から！」を合言葉に町民選抜予選大会も開催。毎
週金曜日になると熱唱が繰り広げられていますが、よ
り大勢の皆さんに楽しんでいただけるようにと、今大
会よりゴルフのようなハンディキャップ制度や島のス
ター発掘キャンペーンなど計画中です。
　ハンディキャップの目的は、技量の異なる歌い手さ
ん同士が公平な基準で競い合えることで、ふるさとオー
ディション大会を一層楽しめるようにすることです。
　95 点を基準にハンディキャップを設け、例えば最
高得点が 87 点の方はハンディの８点を加算すること
で、95 点台の方とも接戦で競い合っていただけます。
過剰なハンディを申請できないようペナルティーも設
けておりますので、これまで通り実力も尊重されるシ
ステムですのでご安心ください。
　島のスター発掘キャンペーンは、歌の上手な方をご
紹介いただく他薦制度で、推薦された方の活躍により
紹介した方にステキな特典をプレゼントいたします。
　その他、星野哲郎先生の楽曲でエントリーいただき、
見事な歌唱を披露された方には、星野哲郎先生の音楽
事務所である「紙の舟」進呈のカレンダーをプレゼン

トいたします。（※数に限りがあるため先着順）
　カラオケは雨の日でもお楽しみいただけますので、
金曜日には島のスターを目指して素晴らしい歌声をご
披露ください。

【周防大島観光協会スタッフ募集】
　周防大島観光協会では事務職のスタッフを募集いた
します。週 5 日程度、土日祝日に勤務できる方で、経
理など事務作業の他に、接客など観光業務全般に従事
いただきます。給与・待遇など詳細につきましては周
防大島観光協会までお気軽にお問い合わせください。

【ＪＲ大畠駅隣接の月極駐車場の利用者募集】
　周防大島観光協会ではＪＲ大畠駅に隣接した月極駐
車場の管理運営を行っています。現在少しばかり空き
区画がありますので、通勤や通学に便利な駐車場とし
てぜひご利用ください。

問（一社）周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

　７月は、走行中のバス車内での事故を防止するため、「車内事故
防止キャンペーン」を実施しています。
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合があり
ます。また、お降りの際は、バスが停留所に着いて扉が開いてか
ら席をお立ち願います。
　走行中やむを得ず急ブレーキを掛ける場合があります。お立ち
になってご利用いただく場合には、つり革や握り棒にしっかりお
つかまりください。
　バスの車内事故防止に皆さまのご理解とご協力をお願いします。

山口県バス協会　☎０８３（９２２）５０３１

あせらなくても大丈夫！
バスが止まり
扉が開いてから
席をお立ちください

バスの車内事故防止
　　　　　　　についてのお願い
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お知らせ６月

〈利用時間・料金など〉
区分 時間 中学生以下 高校生以上

Ａ 13：15 ～ 15：00 ５０円 １００円

Ｂ 15：15 ～ 17：00 ５０円 １００円

Ｃ 19：00 ～ 21：00 １００円 １６０円

SS1 14：00 ～ 15：00 大島元気っ子水泳教室

SS2 15：15 ～ 16：15 大島元気っ子水泳教室

SS3 16：30 ～ 17：30 大島元気っ子水泳教室

SS4 17：45 ～ 18：45 大島元気っ子水泳教室

※町外に居住する方が利用する場合は、料金が２倍です。

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール（西三蒲）
プール開放予定表

問Ｂ＆Ｇ海洋センター（社会教育課スポーツ振興班）
　☎０８２０（７８）５０４８

プールで OP ヨット体験教室
日　　時　６月 29 日㈯  午後１時～５時
会　　場　B ＆ G 海洋センタープール（西三蒲）
定　　員　30 名（対象：小学生）
申込期限　６月 21 日㈮まで
参   加   費　無料（ただし保険料は実費 200 円）

B ＆ G カヌー教室
日　　時　７月 15 日㈪　海の日　
　　　　  　 午前９時 30 分～午後４時 30 分
会　　場　B ＆ G 海洋センター艇庫（横見）
定　　員　60 名（対象：小学生以上の方）
申込期限　７月３日㈬まで
参   加   費　1,500 円（昼食・飲み物代、保険料）

〈７月プール開放日〉
19 日㈮ Ａ、Ｂ 25 日㈭ Ａ、Ｂ、Ｃ

20 日㈯ Ａ、Ｂ、Ｃ
26 日㈮ 小体連水泳大会、

Ａ、Ｂ21 日㈰ Ａ、Ｂ、Ｃ

22 日㈪ 　　SS1、SS2、
　　SS3、SS4

27 日㈯ Ａ、Ｂ、Ｃ

28 日㈰ Ａ、Ｂ、Ｃ

23 日㈫ Ａ、Ｂ、Ｃ 29 日㈪ SS1、SS2、
　　SS3、SS4

24 日㈬ Ａ、Ｂ
30 日㈫ Ａ、Ｂ、Ｃ

31 日㈬ Ａ、Ｂ

　8 月の日程は来月の広報すおう大島に掲載します。

《開放期間》　７月 19 日㈮～９月８日㈰

Ｂ＆Ｇ海洋センターからのお知らせ
～ 2019 夏～

献血を実施します

皆さんのご協力をお願いいたします。

６月 25 日㈫
　しまとぴあスカイセンター　
　　　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
　農業者健康管理センター　  
　　　午後１時 30 分～４時

７月 12 日㈮
　東和総合センター　
　　　午前９時 30 分～ 10 時 45 分
　日良居庁舎　　　
　　　午後０時 30 分～１時 45 分
　たちばなケアプラザ
　　　午後２時 45 分～４時
　※いずれも 400ml 限定となります。

問健康増進課 健康づくり班
　☎０８２０（７３）５５０４

実施日

６月 21 日㈮、25 日㈫

７月
  ２日㈫、    ４日㈭、    5 日㈮、    9 日㈫、
11 日㈭、12 日㈮、18 日㈭、19 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的
　とした水中運動の指導を行っています。
※指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
※実施日等は事情により変更することがあります。
問介護保険課 地域包括支援センター
　☎０８２０（７３）５５０６

竜崎温泉温水プール指導日
（６月 21 日～７月 20 日）

特設人権相談所
日　　時　７月３日㈬　午前９時 30 分～正午
場　　所　東和総合センター
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関
　　　　　する問題
相  談    員　人権擁護委員
　※悪天候により警報等が発令された場合は中止にな　
　ることがあります。
問福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
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イベント・健康相談カレンダー

２１
（金）

２２
（土）

郡スポ少交歓大会ソフトボール　8：30 ～
（片添グラウンド）

２３
（日）

休日在宅当番医　 
〈9：00 ～ 17：00　川口医院　☎ 78‐0306〉

郡ソフトボール大会　8：30 ～（片添グラウンド）
郡スポ少交歓大会バレーボール　9：00 ～

（総合体育館）
安下庄海の市　10：00 ～ 14：00

（橘グリーンパーク横）

２４
（月）

２５
（火）

２６
（水）

結核・肺がん検診（東安下庄地区）

２７
（木）

育児相談　10：00 ～ 11：30
（しまとぴあスカイセンター）

結核・肺がん検診（西安下庄地区）

２８
（金）

２９
（土）

Ｂ＆ＧプールでＯＰヨット体験会　13：00 ～ 17：00
（Ｂ＆Ｇ海洋センタープール〈西三蒲〉）

３０
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈おげんきクリニック　☎ 74‐2490〉

５
（金）

こころの相談会（要予約）　10：00 ～ 12：00 
〈申込先　健康増進課 健康づくり班 ☎ 73‐5504〉

子宮頸がん検診・乳がん検診　13：30 ～ 15：00
（しまとぴあスカイセンター）

６
（土）

７
（日）

休日在宅当番医　 
〈9：00 ～ 17：00　安本医院　☎ 73‐0822〉

郡陸上競技大会　8：30 ～  （陸上競技場）
ちょび塩の日ＰＲ活動　9：00 ～ 11：00  

（陸上競技場周辺）

８
（月）

９
（火）

結核・肺がん検診【国保特定健診同時実施】
13：00 ～ 15：00（しまとぴあスカイセンター）

１０
（水）

結核・肺がん検診【国保特定健診同時実施】
13：00 ～ 15：00（東和総合センター）

１１
（木）

結核・肺がん検診【国保特定健診同時実施】
13：00 ～ 15：00（たちばなケアプラザ）

１２
（金）

育児相談　10：00 ～ 11：30（日良居庁舎）

１３
（土）

１４
（日）

休日在宅当番医　 
〈9：00 ～ 17：00　野村医院　☎ 76‐0017〉

ビーチバレー大会　9：00 ～ （片添ヶ浜）

１５
（月）

休日在宅当番医　 
〈9：00 ～ 17：00　川口医院　☎ 78‐0306〉

１６
（火）

育児相談　10：00 ～ 11：30 （久賀福祉センター）
子宮頸がん検診・乳がん検診　13：30 ～ 15：00  

（油田農村環境改善センター）

１７
（水）

1 歳 6 か月児健康診査　13：00 ～ 13：30〈受付〉 
（日良居庁舎）

１８
（木）

１９
（金）

２０
（土）

 

※町立病院は、年間を通して休日夜間救急医療に当直医が対応しています。
　▪大島病院　☎７４‐２５８０　　▪東和病院　☎７８‐０３１０　　▪橘病院　☎７７‐１０００

１
（月）

２
（火）

３
（水）

結核・肺がん検診（日前地区）
結核・肺がん検診〈夕方検診〉　17：30 ～ 18：30 

（日良居庁舎）

４
（木）

認知症相談日　9：00 ～ 16：00 （ 日良居庁舎）
〈問地域包括支援センター　 ☎ 73‐5506〉

結核・肺がん検診【国保特定健診同時実施】
13：00 ～ 15：00（ 農業者健康管理センター）

６月（２１日～３０日）

７月（１日～２０日）
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今月の納期

町県民税　 第１期分
納期限      ７月１日㈪

人の動き（６月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，１０１人 （43 人減）

男（日本人） ７，３９７人

女（日本人） ８，６０６人

外国人 ９８人 （３人増）

世帯数 ９，２００戸 （23 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生      3 人
　　転入   20 人 小計 23 人
減：死亡   37 人
　　転出   32 人 小計  69 人

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 31 年 4 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

６ ０ ８

前年比

－３ －１ －１

物損事故件数

９２ 前年比 －１７

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　周防大島町など、柳井広域１市４町 152 ｋｍを自転車で走る、「2019 サザンセト・ロング
ライドｉｎやまぐち」が開催されます。この大会はタイムを競うレースではなく、瀬戸内の
美しい景色やきれいな空気、地元の名物料理などを楽しみながらめぐるサイクリングイベン
トです。皆さまのご参加をお待ちしています。

10 月６日㈰に開催決定 !!　
2019 サザンセト・ロングライド in やまぐち　参加者募集

開催場所　柳井市・周防大島町・上関町・平生町・田布施町を

　　　　　めぐる 152 ｋｍ（※ｽﾀｰﾄ・ｺﾞｰﾙ　柳井ｳｪﾙﾈｽﾊﾟｰｸ）

募集人員　１，３００名

参   加   費　９，５００円（消費税、損害保険料含む）

申込方法　サザンセト・ロングライドの大会公式ホームページ

　　　　　からお申込みください。（９月８日㈰まで）

　　　　　http://www.southernseto-longride.jp/

主　　催　サザンセト・ロングライドｉｎやまぐち実行委員会

問い合わせ　サザンセト・ロングライド ｉｎ やまぐち 大会事務局

　　　　　　一般社団法人ＩＴＡＤＡＫＩ　☎ 082（961）4002

開催場所

募集人員

参  加  費

問い合わせ

申込方法

主　　催

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


